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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  ノイズの少ない超音波画像を得ることができ
ると共に、エネルギーロスを改善することのできる超音
波診断装置を提供する。
【解決手段】  接触判定回路４０は、アーティファクト
の発生に基づいて、超音波探触子２０の超音波送受面と
生体との接触状態の良否を判定し、前記接触状態が良好
でない場合、送信制御回路３０の送信動作の停止や送信
音響パワーの制限を行う。また、必要に応じて、受信制
御回路３２の受信動作の停止や受信抑制を行う。その結
果、前記接触状態が良好でなく、超音波画像形成に悪影
響を及ぼすような場合には、超音波の送信や受信の抑制
により接触不良によるノイズの低減を行い、超音波画像
の劣化防止を行うことができる。また、接触不良時の送
信抑制により、不要な発熱を防止し、エネルギーロスを
抑制することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子により超音波を生体に対し
て送受信し、その時に得られる受信信号に基づいて超音
波画像を形成する超音波診断装置であって、
受信信号に基づいて超音波探触子の超音波送受面の生体
に対する接触状態の判定を行う接触判定手段と、
前記接触判定手段の判定結果に基づいて、超音波の送信
動作および受信動作の少なくとも一方を制御する超音波
制御手段と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  請求項１記載の装置において、
前記接触判定手段は、受信信号に含まれるアーティファ
クトに基づいて超音波送受面の生体接触状態を判定する
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  請求項１または請求項２記載の装置にお
いて、
前記接触判定手段は、超音波探触子が送受信する超音波
ビームごとに超音波送受面が生体に接しているか否かの
判定を行うことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】  請求項１または請求項２記載の装置にお
いて、
前記接触判定手段は、超音波送受信領域を所定のブロッ
クに分割し、ブロックごとに超音波送受面が生体に接し
ているか否かの判定を行うことを特徴とする超音波診断
装置。
【請求項５】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の装置において、
前記超音波制御手段は、
超音波送受面が生体に接していないと判断した場合、超
音波の送信音響パワーの制御を行うことを特徴とする超
音波診断装置。
【請求項６】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の装置において、
前記超音波制御手段は、
前記超音波送受面が生体に接していないと判断した場
合、超音波の送信および受信制御の少なくとも一方を停
止することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】  請求項１から請求項６のいずれかに記載
の装置において、
超音波の送受信を行う超音波探触子は、体腔内に挿入自
在なラジアル走査タイプであることを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項８】  請求項７記載の装置において、
前記超音波探触子は、気管挿入用であることを特徴とす
る超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置、
特に、ノイズの少ない超音波画像を得ると共に、エネル
ギーロスの改善を行うことのできる超音波診断装置の改
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良に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から、生体に超音波を放射して、そ
の前記生体表面または生体内部から反射してくる超音波
を受信することにより、画像情報を取得して生体に関す
る超音波画像を形成し観察する超音波診断装置が広く普
及している。超音波診断装置には、実際に超音波の送受
信を行う超音波振動子を含む超音波探触子が接続される
が、この超音波探触子は診断対象部位によって、様々な
形態、形状を有し適宜使い分けられている。例えば、体
表や内臓器官等の表面から内部の状態を観察する場合、
手や専用器具等で超音波探触子を支持し、所望の位置で
リニア走査やセクタ走査を行うことにより内部の状態を
示す超音波画像を得ることができる。また、例えば、気
管に挿入し、気管壁や壁内部および壁外部等の観察を行
う場合には、カテーテル状の超音波探触子を気管内の所
望の位置に挿入し、そこでラジアル走査を行い、超音波
の送受信を行うことで、気管壁やその周辺の超音波画像
を得ることができる。
【０００３】ところで、超音波探触子を用いて超音波の
送受信を行う場合、進行する超音波ビームは、音響的に
同じ特性の媒質中を進む間はそのまま進行するが、進行
の道筋に音響的に異なるものが存在する場合、その表面
で反射が発生する。超音波診断装置の超音波の送受信の
時の反射の原因になるものとしては、超音波送受面の前
面に存在する可能性のある空気層である。通常、超音波
探触子は、操作者が手で把持し、生体に押しつけると共
に、より高い密着性を確保するため液状（例えばゼリー
状）の音響整合材を超音波探触子の表面に塗布してい
る。そして、超音波探触子の超音波送受面と生体とが密
着した状態、つまり音響的コンタクトがよい範囲では、
有効な超音波画像を得ることができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、前述したよう
な気管壁やその周囲の超音波画像を取得しようとして、
気管内に超音波探触子を挿入しラジアル走査を行う場
合、全周にわたり有効な超音波画像を得られない場合が
多い。例えば、気管内において、超音波送受面を壁面に
押圧することが困難であったり、超音波整合材の使用が
困難であるためである。超音波探触子の超音波送受面が
気管壁面と部分的に接触している場合、ラジアル走査の
一部領域（超音波送受面と壁面とが接触している領域）
においては、前述したように有効な超音波画像が得られ
るが、壁面との接触の悪い範囲、例えば空気層が超音波
探触子と壁面との間に介在している無効な範囲では、有
効な超音波画像が得られないばかりか、送信した超音波
が振動子表面で激しく反射し、多重反射によるアーティ
ファクトが発生する。この無効な範囲における残存超音
波アーティファクトによって、有効な範囲の受信時に音
響的あるいは電気的なノイズが混入し、超音波画像の劣
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化を招くという問題がある。
【０００５】さらに、有効な超音波画像が得られない部
分における超音波の送信は、意味を持たない不要な超音
波の照射であり、またそれによる不要な発熱を招き、エ
ネルギーロスの原因になるという問題を有する。
【０００６】本発明は、上記従来の課題に鑑みなされた
ものであり、ノイズの少ない超音波画像を得ることがで
きると共に、エネルギーロスを改善することのできる超
音波診断装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記のような目的を達成
するために、超音波探触子により超音波を生体に対して
送受信し、その時に得られる受信信号に基づいて超音波
画像を形成する超音波診断装置であって、受信信号に基
づいて超音波探触子の超音波送受面の生体に対する接触
状態の判定を行う接触判定手段と、前記接触判定手段の
判定結果に基づいて、超音波の送信動作および受信動作
の少なくとも一方を制御する超音波制御手段と、を含む
ことを特徴とする。
【０００８】この構成によれば、超音波送受面の生体に
対する接触状態の良否により超音波画像形成のための超
音波の送信動作または受信動作の少なくとも一方を制御
する。例えば、接触状態が良好でなく、超音波画像形成
に悪影響を及ぼすような場合には、超音波の送信や受信
の抑制を行い、その部分でのノイズの発生を低減または
防止すると共に、他の部分へのノイズ影響も軽減または
防止する。また、その場合に超音波の送信抑制または停
止を行えば、エネルギーロスを防止可能となると共に、
不要な超音波の送信による発熱を防止することが可能に
なる。
【０００９】上記のような目的を達成するために、前記
構成において、前記接触判定手段は、受信信号に含まれ
るアーティファクトに基づいて超音波送受面の生体接触
状態を判定することを特徴とする。
【００１０】ここで、アーティファクトとは、超音波画
像を得る際のノイズや偽性シグナルであり、真実の存在
物と同程度のシグナルで画像化されてしまうものであ
る。この構成によれば、超音波画像の劣化原因であるア
ーティファクトの発生に基づいて、生体接触状態を認識
し、アーティファクトを抑制するように、超音波の送受
信の制御を行うので、効率的に超音波画像の劣化を抑制
できる。
【００１１】上記のような目的を達成するために、前記
構成において、前記接触判定手段は、超音波探触子が送
受信する超音波ビームごとに超音波送受面が生体に接し
ているか否かの判定を行うことを特徴とする。
【００１２】この構成によれば、超音波探触子の接触状
態の認識を詳細に行い超音波の制御を適切に行うことが
できる。
【００１３】上記のような目的を達成するために、前記
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構成において、前記接触判定手段は、超音波送受信領域
を所定のブロックに分割し、ブロックごとに超音波送受
面が生体に接しているか否かの判定を行うことを特徴と
する。
【００１４】この構成によれば、所定のブロックごとに
超音波画像の形成が可能になるので、形成された超音波
画像が所々歯抜け状態になることを防止することができ
る。
【００１５】上記のような目的を達成するために、前記
構成において、前記超音波制御手段は、超音波送受面が
生体に接していないと判断した場合、超音波の送信音響
パワーの制御を行うことを特徴とする。
【００１６】この構成によれば、超音波送受面の接触状
態の不良により発生する超音波画像形成に不適切な超音
波の送信や受信を調整するので、画像劣化を効果的に抑
制することができる。
【００１７】上記のような目的を達成するために、前記
構成において、前記超音波制御手段は、前記超音波送受
面が生体に接していないと判断した場合、超音波の送信
および受信制御の少なくとも一方を停止することを特徴
とする。
【００１８】この構成によれば、超音波送受面の接触状
態の不良により発生する超音波画像形成に不適切な超音
波の送信や受信を停止するので、画像劣化をさらに効果
的かつ容易に排除し、画像劣化を抑制することができ
る。
【００１９】上記のような目的を達成するために、前記
構成において、超音波の送受信を行う超音波探触子は、
体腔内に挿入自在なラジアル走査タイプであることを特
徴とする。
【００２０】この構成によれば、超音波探触子の全周を
生体に接触させることが困難なラジアル走査タイプの超
音波探触子でも、超音波送受面と生体との間で接触状態
が良好でない部分の影響を排除しつつ、良好な接触状態
の部分の超音波画像を効率よく取得することができる。
【００２１】上記のような目的を達成するために、前記
構成において、前記超音波探触子は、気管挿入用である
ことを特徴とする。
【００２２】この構成によれば、周囲に空気が存在し空
気層が形成され易く、また、超音波探触子の超音波送受
面と生体との間で良好な接触が行われているか否かの判
断がしにくい気管においても、適切な接触判断を行い良
好な超音波画像を得ることができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施の形態
（以下、実施形態という）を図面に基づき説明する。
【００２４】図１に示すように、本実施形態の超音波診
断装置１０は、超音波の送受信を行うスキャナ部１２と
前記スキャナ部１２の制御や、取得した超音波受信信号
に基づいて画像形成処理等を行う観測制御部１４およ
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び、形成した超音波画像の表示やスキャナ部１２や観測
制御部１４の動作状態の表示を行う観察用モニタ１６、
観測制御部１４等に対する操作入力を行う操作パネル１
８等で構成されている。
【００２５】本実施形態において、スキャナ部１２は実
際に超音波の送受信を行う超音波探触子２０を有する。
本実施形態において、超音波探触子２０は、例えば、気
管壁やその内部および気管外壁等の超音波画像を得るこ
とができる細径の体腔内挿入型の超音波探触子を例にと
る。この種の体腔内挿入型の超音波探触子は、柔軟で湾
曲自在な細径のカテーテルの先端に超音波送受面を有す
る超音波振動子が配置されており、気管等の管状組織に
挿入され、所望の挿入位置で、先端に配置された超音波
振動子をカテーテルの軸線と略直交する平面に沿って回
転させることにより、超音波振動子を中心に周囲の断層
画像を取得することのできる、いわゆるラジアル走査タ
イプのものである。
【００２６】従って、超音波探触子２０にはラジアル走
査用の駆動手段として配置される例えばモータ２２が回
転シャフト、好適にはトルクワイヤ２４等を介して接続
されている。また、前記モータ２２には、当該モータ２
２の回転状態、すなわち超音波振動子の向いている方向
を検出するための位置検出手段としてエンコーダ２６が
接続されている。なお、本実施形態において、超音波探
触子２０の超音波振動子は同一の超音波振動子により超
音波の送信および受信を行うものとする。
【００２７】一方、観測制御部１４には、前記モータ２
２の回転制御を行うスキャナ制御回路２８、前記超音波
探触子２０の超音波振動子における超音波の送信制御を
行う送信制御回路３０、超音波振動子から送信され生体
等において反射して戻ってきた超音波の増幅・検波等の
受信制御を行う受信制御回路３２と、前記受信制御回路
３２から供給される受信信号を走査線変換するデジタル
スキャンコンバータ３４、デジタルスキャンコンバータ
３４で形成された画像に文字情報や所定のグラフィック
情報等を重畳するグラフィック加算回路３６、前記デジ
タルスキャンコンバータ３４で走査線変換を行う時に必
要な超音波ビームのビーム位置信号を提供するビームア
ドレス回路３８等を有している。
【００２８】本実施形態の特徴的事項は、超音波探触子
２０がラジアル走査を行う時に超音波送受面と生体（本
実施形態の場合、気管壁）との接触状態を判定し、超音
波の送信動作および受信動作の少なくとも一方を制御す
る接触判定回路（接触判定手段）４０を有し、当該接触
判定回路４０によって、ノイズやエネルギーロスの少な
い超音波画像を得るところである。
【００２９】まずはじめに、超音波診断装置１０の一連
の動作を説明する。
【００３０】前記スキャナ制御回路２８からはモータ駆
動電圧がモータ２２に供給され、当該モータ２２が所定
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速度で回転する。モータ２２の回転によりトルクワイヤ
２４を介して超音波探触子２０内の超音波振動子がラジ
アル回転し、超音波の送受信を行う。超音波振動子の回
転は、モータ２２の回転であるため、エンコーダ２６に
よりモータ２２の回転を検出することにより超音波振動
子のラジアル走査状態を検出することが可能であり、観
測制御部１４は超音波振動子の回転角度を正確に認識す
ることができる。ここで、エンコーダ２６からは、位相
の異なる（例えば９０°位相の異なる）Ａパルス、Ｂパ
ルスと、モータ２２（超音波振動子）の１回転ごとに出
力されるＺパルス（超音波画像を形成する時のフレーム
の先頭を示すマーカ的パルス）が出力され、前記接触判
定回路４０に提供される。接触判定回路４０は、エンコ
ーダ２６から取得した回転情報（角度や速度）をスキャ
ナ制御回路２８に出力し、モータ２２のフィードバック
制御に利用する。
【００３１】また、接触判定回路４０は、エンコーダ２
６から取得した回転情報（角度や速度）をビームアドレ
ス回路３８に供給し、ビーム位置信号の元情報とする。
超音波探触子２０にて受信された超音波は、受信制御回
路３２において、増幅・検波され、デジタルスキャンコ
ンバータ３４に入力される。デジタルスキャンコンバー
タ３４においては、増幅・検波された受信信号と、前記
ビームアドレス回路３８から供給されるビーム位置信号
（ビームアドレス）に基づいて、超音波画像を形成す
る。さらに、グラフィック加算回路３６において、各種
文字情報（超音波の設定条件や各種計測データ等）や各
種グラフィック情報（位置を示す矢印やグラフ化した受
信情報等）を重畳させ、観察用モニタ１６に表示させ
る。
【００３２】なお、送信制御回路３０は、超音波送信信
号の制御、具体的には送信のＯＮ・ＯＦＦや送信音響パ
ワーの制限制御等を行うことが可能であり、また、受信
制御回路３２では、受信増幅率の制御やフィルタ制御等
も行うことができる。
【００３３】前述したように、接触判定回路４０は、超
音波探触子２０がラジアル走査を行う時に超音波送受面
と生体との接触状態を判定し、超音波の送信動作および
受信動作の少なくとも一方を制御する。本実施形態にお
いては、前記接触状態はアーティファクトの発生状態を
検出することにより行う例を説明する。そして、接触判
定回路４０は前記接触状態に基づいて送信制御回路３０
を制御し、アーティファクトを抑制するように超音波の
送信制御を行う。ここで、アーティファクトとは、超音
波画像を得る際のノイズや偽性シグナルであり、真実の
存在物と同程度のシグナルで画像化されてしまうもので
ある。超音波画像の劣化原因となるものであり、例え
ば、超音波送受面の前面に空気層等のような音響的に高
い反射物が存在する場合、送信された超音波が超音波送
受面から出ることができず、そこで多重反射を起こし発
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7
生する。
【００３４】図２には、接触判定回路４０の構成を説明
するブロック図が示されている。この接触判定回路４０
は、例えば、ハイパスフィルタ４２、多重アーティファ
クトピーク位置検出器４４、多重アーティファクトピー
ク間隔測定器４６、多重アーティファクトピーク間隔範
囲設定器４８、多重アーティファクトピーク間隔弁別器
５０、多重アーティファクトカウンタ５２、多重アーテ
ィファクトカウント数範囲設定器５４、多重アーティフ
ァクトカウント数比較器５６、コンタクト判定器５８等
で構成されている。
【００３５】まず、図１に示す受信制御回路３２から供
給される超音波受信信号は、ハイパスフィルタ４２で低
域周波数成分が除去され、多重アーティファクトのピー
クが検出されやすいように処理される。ハイパスフィル
タ４２に接続された多重アーティファクトピーク位置検
出器４４では、波形のピーク位置を検出し、トリガ信号
として出力する。このトリガ信号は、多重アーティファ
クトカウンタ５２に入力されることにより、１ビームで
のピーク数がカウントされる。また、多重アーティファ
クトピーク位置検出器４４で検出されたピーク位置は、
多重アーティファクトピーク間隔測定器４６にも供給さ
れ、ここで、多重アーティファクトの間隔τが測定され
る。さらに、多重アーティファクトピーク間隔範囲設定
器４８には、アーティファクトの発生によって生じてい
る繰返波形であるか否かを弁別するために使用するピー
ク間隔の幅が最小値α、最大値βとして設定されてい
る。
【００３６】前述したように、アーティファクトは超音
波振動子から照射された超音波が超音波送受面の内面側
で反射して発生しているため、アーティファクトが発生
している場合、所定間隔以内で、その反射信号にピーク
値が現れる。従って、前記所定間隔は、超音波振動子の
表面と超音波送受面の内面側との距離および、そのとき
のアーティファクトの発生状況等によりあらかじめ最小
値αおよび最大値βとして設定しておくことができる。
【００３７】そして、多重アーティファクトピーク間隔
弁別器５０は、多重アーティファクトピーク間隔測定器
４６が測定した間隔τが（最小値α）－（最大値β）の
範囲内にあるか否かの判定を行う。範囲内に含まれる場
合は、超音波振動子から照射された超音波は超音波送受
面から表面側に出ることなく、多重反射を繰り返してい
ると判断できるので、多重アーティファクトピーク間隔
弁別器５０は、検出されたピーク値が多重アーテファク
トに起因するものか否かの判別を行う。そして、多重ア
ーテファクトと判断した場合には、その判断に基づき、
多重アーティファクトカウンタ５２のゲート入力をＯＮ
する。
【００３８】従って、多重アーティファクトカウンタ５
２の出力であるカウント値ζが多ければ、多重アーティ
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ファクトの多い状態、すなわち、超音波送受面と生体と
の間に空気層が存在し、多重反射が発生しているエアー
コンタクト状態であることが予想される。
【００３９】多重アーティファクトカウンタ５２からの
カウント値ζが入力される多重アーティファクトピーク
カウント数比較器５６には、多重アーティファクトカウ
ント数範囲設定器５４から過去のデータ等に基づいて定
められる最小値γが入力される。その最小値γも多重反
射が発生し始めれば、複数回の反射が起こることが分か
っているので、その発生回数の最小値をあらかじめ定め
ることができる。
【００４０】そして、多重アーティファクトピークカウ
ント数比較器５６において、カウント値ζと最小値γと
の比較が行われ、コンタクト判定器５８において、γ＜
ζの場合、接触判定回路４０は現在の超音波送受信状態
（現在のラジアル走査位置における送受信状態）に関
し、エアーコンタクト状態であると判定し、γ≧ζの場
合、接触判定回路４０は現在の超音波送受信状態に関
し、正常コンタクト状態であると判定する。
【００４１】接触判定回路４０が現在の超音波送受信が
正常コンタクト状態で行われていると判断した場合、操
作パネル１８で設定される超音波送受信条件に基づく制
御を行うように、送信制御回路３０および受信制御回路
３２に指示を出す。一方、接触判定回路４０が現在の超
音波送受信がエアーコンタクト状態で行われていると判
断した場合、操作パネル１８で設定される超音波送受信
条件にかかわらず、例えば、送信制御回路３０による超
音波の送信を停止したり、送信音響パワーの抑制を行
い、アーティファクトが抑制される方向に制御する。ま
た、受信制御回路３２においても、受信動作を停止した
り、受信動作の抑制制御を行うようにしてもよい。この
ように、送信動作や受信動作の停止や抑制制御を行うこ
とにより、アーティファクトの発生が抑制される。その
結果、良好な超音波画像が得られる位置のみ効率的な超
音波の送受信が実行される。また、アーティファクトの
抑制により超音波画像形成が無効な範囲における残存超
音波アーティファクトの発生がなくなるので、超音波画
像形成が有効な範囲の受信時に音響的あるいは電気的な
ノイズが混入し、超音波画像の劣化を招いてしまうとい
う問題を防止することができる。さらに、アーティファ
クトの抑制、つまり多重反射の抑制により、超音波探触
子２０において必要以上に発熱してしまうことが防止可
能になり、生体に対するダメージの低減、および超音波
探触子の劣化防止を行うことができる。
【００４２】なお、接触判定回路４０の判定は、超音波
ビームごとに行ってもよいし、複数の超音波ビームを１
ブロック、例えば１０ラインごとに判定を行うようにし
てもよい。超音波ビームごとに判定を行う場合、超音波
送受面と生体との接触状態は詳細に検出することが可能
になるが、形成される超音波画像がとびとびの歯抜け状
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9
態になる可能性があり、画質は向上するものの画像全体
の視認性が低下する場合がある。それに対して、判定を
ブロックごとに行う場合、画質の劣化を最小限に抑えつ
つ、超音波画像全体として視認性が向上した超音波画像
を得ることができる。なお、このブロック化は、超音波
振動子の回転角度、例えば、３°、５°、７°等で行っ
ても同様な効果を得ることができる。
【００４３】図３には、接触判定回路４０の判定に基づ
き、超音波の送信動作および受信動作の少なくとも一方
を停止することで得られる超音波画像の例を示す。観察
用モニタ１６には、気管６０に超音波探触子２０を挿入
し、所望の位置でラジアル走査を行った場合に表示され
る超音波画像が示されている。実線で示される部分が超
音波送受信時に超音波送受面と生体との接触が良好に行
われ、通常通り超音波の送受信制御が行われた結果、表
示された部分である。図３においては、参考のため接触
判定回路４０の判定に基づいて、超音波の送信動作また
は受信動作の少なくとも一方が停止された結果、超音波
画像の形成が禁止された部分が破線で示されている。図
３においては、実線部分で、気管壁６０ａおよび、気管
壁６０ａに発症している腫瘍６０ｂが示されている。
【００４４】このように、本実施形態の超音波診断装置
１０においては、アーティファクトの影響を受けない超
音波画像の形成を行うことができるので、所望の部分の
超音波画像を低ノイズで得ることができると共に、超音
波エネルギーのロスを最小にし、それに伴う発熱等も抑
制することができる。
【００４５】なお、本実施形態では、接触状態判定に基
づき、送信動作または受信動作の少なくとも一方を制御
するとしたが、超音波の送信のみの抑制または停止制御
を行うことにより、アーティファクトの抑制が可能であ
ると共に、送信制御回路３０のみの制御でよいので、制
御自体が容易になる。さらに、前述したように不要な発
熱の発生も抑制することができる。また、発熱の関する
防止対策は期待できないが、超音波の受信のみの抑制ま
たは停止制御を行うことによっても、アーティファクト
の抑制が可能であると共に、受信制御回路３２のみの制
御でよいので、制御自体が容易になる。さらに、送信お
よび受信の抑制または停止制御を合わせて行う場合に
は、アーティファクトの抑制および発熱の防止、さら
に、完全に送受信動作の抑制または停止によりエネルギ
ーロスを最小にすることが可能になる。
【００４６】また、本実施形態においては、超音波送受
面と生体との接触状態をアーティファクトに基づいて判
定し、超音波の送信動作および受信動作の少なくとも一
方の制御を自動で行っているが、必要に応じて、超音波
の送受信制御範囲を手動で設定することもできる。この
場合の送受信制御範囲の設定は、操作者が観察用モニタ
１６を見ながら操作パネル１８を操作して行う。この
時、観察用モニタ１６の画面には、グラフィック加算回*
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*路３６において、加算表示されたマーカ６２ａ，６２ｂ
が重畳表示され、操作パネル１８の操作により任意の制
御位置情報（アーティファクトの発生により無効な領
域）６２の設定を行うことができる。また、その制御位
置情報は、接触判定回路４０にも供給される。そして、
回転している超音波探触子２０の角度位置と設定された
制御位置情報を比較し、制御領域に該当する領域情報を
送信制御回路３０および受信制御回路３２に供給する。
その結果、送信制御回路３０では、制御位置情報に基づ
き、超音波の送信動作の停止や送信音響パワーの制限制
御を行う。同様に、受信制御回路３２では、制御位置情
報に基づき、受信動作の停止や受信増幅率の制御やフィ
ルタ制御等を行う。その結果、アーティファクトに基づ
いて自動で超音波の送受信制御を行う場合と同様に、ア
ーティファクトの抑制が可能であり、ノイズの少ない、
またエネルギーロスの少ない超音波画像を得ることがで
きる。
【００４７】なお、本実施形態においては、気管挿入用
のラジアル走査用超音波探触子を例にとって説明した
が、超音波送受面と生体との接触が良好に行われない可
能性のある部分に用いる超音波探触子であれば、本実施
形態と同様な制御を行うことにより、同様な効果を得る
ことができる。つまり、リニア走査やコンベックス走査
を行う超音波探触子や大型の超音波探触子等に適用して
も同様な効果を得ることができる。
【００４８】また、図１、図２に示す構成は一例であ
り、超音波送受面と生体との接触状態を検出し、その結
果に基づいて、超音波の送信動作または受信動作の少な
くとも一方を制御し、形成される超音波画像の画質劣化
を抑制する構成であれば、任意に変更可能であり、同様
な効果を得ることができる。
【００４９】
【発明の効果】本発明によれば、超音波送受面の生体に
対する接触状態の良否により超音波画像形成のための超
音波の送信動作または受信動作の少なくとも一方を制御
するので、例えば、接触状態が良好でなく、超音波画像
形成に悪影響を及ぼすような場合には、超音波の送信や
受信の抑制を行い、その部分でのノイズの発生を低減ま
たは防止すると共に、他の部分へのノイズ影響も軽減ま
たは防止することができる。また、その場合に超音波の
送信抑制または停止を行えば、エネルギーロスが防止可
能となると共に、不要な超音波の送信による超音波振動
子の発熱を防止することが可能になる。その結果、ノイ
ズの少ない超音波画像を得ることができると共に、エネ
ルギーロスを改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施形態に係る超音波診断装置の構
成を説明するブロック図である。
【図２】  本発明の実施形態に係る超音波診断装置の接
触判定回路の構成を説明する説明図である。
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【図３】  本発明の実施形態に係る超音波診断装置で取
得できる超音波画像の一例を示す説明図である。
【図４】  本発明の実施形態に係る超音波診断装置の制
御を手動で行う場合の設定画面の一例を示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１０  超音波診断装置、１２  スキャナ部、１４  観測*
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*制御部、１６  観察用モニタ、１８  操作パネル、２０
  超音波探触子、２２  モータ、２４  トルクワイヤ、
２６  エンコーダ、２８  スキャナ制御回路、３０  送
信制御回路、３２  受信制御回路、３４  デジタルスキ
ャンコンバータ、３６  グラフィック加算回路、３８  
ビームアドレス回路、４０  接触判定回路。

【図１】

【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种超声诊断设备，该超声诊断设备能够以更少的
噪声获得超声图像并改善能量损失。 接触判定电路（40）根据伪像的发
生来判定超声波探头（20）的超声波收发面与生物体之间的接触状态是
否良好，如果接触状态不好，则进行发送控制。 电路30的发送操作停
止，并且发送声功率受到限制。 此外，根据需要，停止接收控制电路32
的接收操作或抑制接收。 结果，当接触状态不好并且不利地影响超声图
像形成时，通过抑制超声波的发送和接收以防止超声图像的劣化来减少
由于接触不良而引起的噪声。 可以做 另外，通过抑制接触不良时的传
递，可以防止不必要的发热，并且可以抑制能量损失。
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